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　（一社）山梨県冷凍空調設備保安協会（有井正
司理事長　会員29名）と山梨県冷凍空調設備事
業協同組合（山下喜幸理事長　組合員30名）は、2
月24日に笛吹市スコレーセンターで、「美しい地球
を未来の子どもたちにinやまなし～オゾン層保護・地

球温暖化防
止に向けて
～」と題した
基調講演とパ
ネルディス
カッション、ク
イズ大会など
を開催した。
　この事業

は、業界内だけではなく広く県民に対しオゾン層保
護・地球温暖化防止に向けた活動への理解と協力
を得ることを目的として2010年より実施、今回で８
回目となる。
　パネルディスカッションでは、オゾン層を破壊する
フロンの削減が進んでいる一方で、CO2の数百倍
から数千倍の温室効果をもたらす代替フロンの排
出量が2001年以降急増、フロン類の製造から廃棄
まで包括した対策を行う「フロン排出抑制法」が平
成27年４月より施行されたが業務用冷凍空調機器
を使っているユーザーの認知度は今一つで、冷凍
空調設備の設置や管理を行う事業者による更なる
周知・徹底が重要であるとされた。
　また、未来を担う子供たちにも地球温暖化抑制の
取り組みを理解してもらうため、甲州戦記サクライ
ザーとのクイズ大会も実施され、笛吹地域を中心に

多くの子供達と保護者が参加した。
　「地球温暖化抑制への取り組みは全人類の課
題。フロン排出抑制法で認定された業務用機器の
フロン類の充填・回収事業者として、協同組合や協
会員・組合員が一丸となって、法律の周知、環境保
全の啓蒙、対象機器の定期点検の推進を今後も
図って行きたい。」と有井理事長は語っている。
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　山梨県自動車車体整備協同組合（市川清理事
長　組合員88名）では、山梨県立峡南高等技術専
門校の生徒を対象に鈑金塗装実習の講師派遣を
行った。これは、組合員の持っている高く優れた鈑
金技術を見てもらうことで自動車車体整備業界へ
の興味を深めてもらおうと平成15年から行ってきた

もの。
　今年度は、
生徒25名を
対象に2月13
～23日の9日
間で、座学に
よる溶接や鈑
金塗装の知識
の習得、生徒
を2グループ

に分けた実際の車両を鈑金塗装する実技講習を
行った。最終日には車両の全塗装の作業が完了し、
講師となった組合員からは「市場に出しても問題な
いくらい素晴らしい出来栄えに仕上がっている。」と
評価があった。
　山梨県は人口一人あたりの自動車保有率が高
く、自動車整備業界での人材確保・育成は大きな課
題である。当組合では自動車整備士を目指す人材
との交流や実践的な体験から、自動車整備にやりが
いや満足感を得てもらい将来を担う人材の育成に
つなげていきたいと、この取り組みを続けてきた。
　実習に参加した生徒からは、「年齢の近い若手技
術者から技術アドバイスを受けられ、将来働くため
に業界を知ることができ、いい刺激になった。」「卒
業後は車体整備業界に進み、資格の取得など技術
を高めていきたい。」と自動車整備業界への就職に

向けての声が多くあった。県立峡南高等技術専門
校では自動車整備課の定員拡大が行われたが、業
界では依然として人材確保が課題となっており、組
合では仕事の魅力を発信し伝えることで業界の維
持発展につなげていきたいと考えている。

●山梨県自動車車体整備協同組合

●赤帽山梨県軽自動車運送協同組合

　赤帽山梨県軽自動車運送協同組合（矢ヶ崎正之
理事長　組合員54名）は、地域貢献・社会貢献の
一環として、環境美化や災害対応など様々な活動
を行っている。

　2月5日には、
赤帽山梨本部
の周辺とアルプ
ス通りにおい
て、地域美化貢
献活動を行っ
た。この活動は
今年から始め、
組合事務所周
辺とアルプス通
りを中心に道路
に捨てられた空

き缶や吸殻などのゴミを収集。今後は毎月実施する
計画となっており、矢ヶ崎理事長は、「普段車で通る
際には綺麗に見えるアルプス通り周辺も、歩いてみ
るとタバコの吸殻やコンビニのビニール袋、発砲ス
チロールなど様々なゴミがたくさん落ちていた。この
活動で少しでもゴミを無くし、地域の環境美化に繋
げていきたい。」と語った。
　また、組合では山梨県と甲府市それぞれで「災害
時における物資等の緊急輸送に関する協定」を締
結しており、災害発生時に、県や甲府市の要請に基
づき、組合が備蓄物資や救援物資等の各避難所へ
の輸送を協力することとなっている。さらに、県や甲
府市が実施している防災訓練にも積極的に参加し
ており、8月27日の甲府市総合防災訓練、11月26
日の山梨県地震防災訓練に参加した。防災訓練に
は組合員や赤帽車が参加し、緊急物資の受け入れ

や輸送調整等を想定した訓練を行った。
　組合は「荷主さんの心を運ぶ赤帽車」をモットー
に、運送だけにとどまらず、これからも一層、様々な
機会をとらえて地域に貢献できる活動に取り組み、
それぞれの地域で喜んでいただけるような運送業
に一歩でも近づく努力を続けて行くこととしている。
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座学による講習の様子


